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おばあちゃんとおじいちゃんに 
会
あ

いに行
い

く

お母
かあ

さんとおばあちゃんが台
だい

所
どころ

で忙
いそが

しくしていました。エルネ
ストは二

ふた

人
り

のほほにキスをして，庭
にわ

に走
はし

って行
い

きました。
お父

とう

さんとおじいちゃんは座
すわ

って，コップで飲
の

み物
もの

を飲
の

みなが
ら外

そと

で話
はな

していました。
「おはよう。お茶

ちゃ

を飲
の

むかい？ おじいちゃんは自
じ

分
ぶん

のコップ
をエルネストに差

さ

し出
だ

ました。
エルネストはお茶

ちゃ

のコップを見
み

てから，おじいちゃんを見
み

まし
た。初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で学
まな

んだことを分
わ

かち合
あ

いたいと思
おも

いました。
「ありがとう，でも大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

」と，エルネストは答
こた

えました。「教
きょう

会
かい

で，お茶
ちゃ

やコーヒー，たばこは体
からだ

に良
よ

くないと学
まな

んだよ。イエス
様
さま

がぼくにしてほしいと望
のぞ

んでおられることに従
したが

いたいんだ。」
お父

とう

さんはほほえみました。「ぼくたちの家
か

族
ぞく

は知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

に従
したが

っているけど，おじいちゃんは違
ちが

うことを信
しん

じているんだよ
ね。それでいいんだ。」
「信

しん

じていることを分
わ

かち合
あ

ってくれてありがとう」と，おじい
ちゃんはエルネストに言

い

いました。「親
しん

切
せつ

でいい子
こ

だね。お父
とう

さんのようにお湯
ゆ

を飲
の

むかい。」おじいちゃんはエルネストにや

このお話
はなし

はインドネシアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

エルネストはシャツをもう一
いち

枚
まい

バッグに入
い

れると，部
へ

屋
や

を見
み

回
まわ

しました。ほかに持
も

っていくものはないかな。テーブ
ルの上

うえ

にモルモン書
しょ

がありました。忘
わす

れるところだった！
夏
なつ

休
やす

みです。エルネストは，おばあちゃんとおじいちゃんに家
か

族
ぞく

で会
あ

いに行
い

くのです。祖
そ

父
ふ

母
ぼ

に会
あ

うのをとても楽
たの

しみにして
いました。

エルネストとその家
か

族
ぞく

が到
とう

着
ちゃく

すると，おじいちゃんはエルネス
トをだきしめました。「来

き

てくれてほんとうにうれしいよ！」
「会

あ

いたかったわ！」おばあちゃんもにっこりして，エルネスト
をだきしめました。
「今

き ょ う

日の日
ひ

が待
ま

ち切
き

れなかったよ。ここに来
く

るのが大
だい

好
す

き。」
エルネストは言

い

いました。
「中

なか

に入
はい

ろう」と，おじいちゃんは言
い

いました。「おばあちゃん
がみんなの大

だい

好
す

きな食
た

べ物
もの

を全
ぜん

部
ぶ

作
つく

るよ。」
エルネストはおばあちゃんとおじいちゃんと一

いっ

緒
しょ

に家
いえ

に入
はい

り
ました。一

いっ

緒
しょ

に過
す

ごすのを楽
たの

しみにしていました。
翌
よく

朝
あさ

，エルネストが目
め

を覚
さ

ますと，ご飯
はん

をたくにおいがします。

かんの水
みず

を一
いっ

杯
ぱい

注
そそ

ぎました。
エルネストは一

ひと

口
くち

飲
の

みました。正
せい

義
ぎ

を選
えら

んだので，幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちになりました。
昼
ちゅう

食
しょく

のとき，エルネストは大
だい

好
す

きな食
た

べ物
もの

を食
た

べました。お
ばあちゃんはナシゴレンという，米

こめ

，卵
たまご

，肉
にく

，野
や

菜
さい

を入
い

れた料
りょう

理
り

を
作
つく

ってくれました。とてもおいしかったです。エルネストはお
ばあちゃんとおじいちゃんと食

た

べながら話
はな

すのが好
す

きでした。
午
ご

後
ご

，家
か

族
ぞく

で一
いっ

緒
しょ

にかくれんぼをしました。おじいちゃんと
おばあちゃんも一

いっ

緒
しょ

に遊
あそ

んでくれました！
「見

み

えてるよ。あの木
き

の後
うし

ろだね，エルネスト！」お父
とう

さんは
大
おお

声
ごえ

で言
い

うと，エルネストに向
む

かって走
はし

ってきました。エルネス
トは逃

に

げながら笑
わら

いました。家
か

族
ぞく

と遊
あそ

ぶのは楽
たの

しいものです。
その夜

よる

，みんなおじいちゃんの周
まわ

りにすわり，おじいちゃんは
物
もの

語
がたり

を話
はな

してくれました。その話
はなし

が終
お

わると，エルネストは自
じ

分
ぶん

たちが聖
せい

典
てん

を読
よ

んでいないことを思
おも

い出
だ

しました。
エルネストは急

きゅう

に立
た

ち上
あ

がりました。「すぐもどって来
く

るか
ら。」

走
はし

って行
い

ってモルモン書
しょ

を持
も

って来
き

ました。もどって来
く

ると，
「聖

せい

典
てん

を読
よ

んでもいいかな？」と尋
たず

ねました。アレリー・カミタン・コロネル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）
「覚

おぼ

えていてくれてうれしいわ。」お母
かあ

さんはエルネストからモ
ルモン書

しょ

を受
う

け取
と

ると，エルネストの大
だい

好
す

きな聖
せい

句
く

を開
ひら

いて読
よ

みました。その後
あと

，全
ぜん

員
いん

がひざまずきました。
「一

いっ

緒
しょ

においのりしない？」エルネストは祖
そ

父
ふ

母
ぼ

に呼
よ

びかけま
した。
「いいわね，すてきだわ」と，おばあちゃんは言

い

いました。お
ばあちゃんはおじいちゃんのとなりにひざまずき，

お父
とう

さんがおいのりをしました。家
か

族
ぞく

で過
す

ごせたことを天
てん

の
お父

とう

様
さま

に感
かん

謝
しゃ

しました。
いのりの後

あと

，おじいちゃんはエルネストをだきしめ，「家
か

族
ぞく

でい
のるのは良

よ

いことだね 」と言
い

いました。「神
かみ

様
さま

に近
ちか

づきたいと
思
おも

ってくれてうれしいよ。ずっと強
つよ

い家
か

族
ぞく

でいるのに役
やく

立
だ

つね。」
エルネストは温

あたた

かくて平
へい

安
あん

な気
き

持
も

ちになりました。自
じ

分
ぶん

が信
しん

じている大
だい

好
す

きなことを，大
だい

好
す

きなおばあちゃんやおじいちゃん
と分

わ

かち合
あ

えて幸
しあわ

せでした。●

エルネストは初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で学
まな

んだことを 

分
わ

かち合
あ

いたいと思
おも

いました。
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